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2日

7日

8日

9日

l 2日

肱川町婦人会一日研修

ダム

花火大会（商工会）

町政研究会（中津地区）、--• rて 99 “ （大谷地区）

（中央地区）

（正山地区）

（中居谷）
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り

す

日

日

日
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0

1

 

2

3

3

 

で

1 3日

1 6日
1 7日｝ボートレース

1 9日老人クラ

2 0日 成人病．老人健康検診（中央地区．）

2 l日 定例部落長会（町常会）

2 2日 成人病，老人健康検診（

2 3 日

2 5日

2 7日 妊婦検診

）
 

）
 

一

、

目

的

県

民

に

浸

昭

和

四

十

四

年

七

月

一

透
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
~
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
犯
罪
は
益
々
培
加
し
て
い
ま
す
。~
•
l
-

、
次
の
と
お
り
め
て
い

従
来
の
安
全
運
動
は
自
己
防
衛
を
主
~
ま
す
。

と
し
た
実
践
活
動
を
推
進
し
て
き
た
~
い
交
通
法
令

も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
さ

i

践

ら
に
こ
れ
と
併
行
し
て
、
交
通
犯
罪
~
切
交
通

笠
対
し
て
は
、
全
県
民
が
常
に
監
祝
~

点
検
を
行
な
い
、
交
通
違
反
を
通
報

i

す
る
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
ま
~

し
た
。
と
の
運
動

irC
よ
っ
て
運
転
者

i

を
し
て
常
に
県
民
全
体
の
血
祝
の
中
~

妬
あ
っ
て
運
転
し
て
い
る
と
い
う
意
~

識
を
も
た
せ
る
と
と
も
に
、
県
民
全
~

体
の
力
で
悪
質
運
転
を
街
頭
か
ら
追

i

放
し
、
も
っ
て
交
通
犯
罪
の
絶
滅
を

i

は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

i

る

み

で

故

は

起

さ
な
い
冷
起
さ
せ
な
い
と
い
う
積
極

的
な
遵
法
意
識
を
も
ち
、
次
の
こ
と

を
実
践
す
る
。

ア
ハ
ン
ド
ル
を
忙
ぎ
る
と
き

通
法
令
を
必
ギ

を
励
行
す
る
。

の
通
報

は
次
の
と
お
り
で
す

の の

に

つ

し、

交

通

犯

総

点

検

運

り

発行
肱 川 町

1 6 
T瓦L{ 2 8 

1 2 

＇ ‘”`昏......囀`貪●● ｀“筆・・ヽ・・・・...今•·····-·----··ー・ヽ•亨●贔●島・・ー・・｀如●●.....如^ ｀．．ー＾ー・・・ー・・・砒•• -＊、，．．”..ー・—`.．．............令ヽ・．．．．．．．········--·····...........,..........會＊..........ー・”●● ●ぶ^● ● ●ゴ・・・・・・^．，．．．．..囀..ヽ・・・・............... 

編
総務課
1969.9.20号

，
 

(
6
¥
も唸
'

,

ft. 

。
し

か

ら

に
ヽ

ィ

各

職

場

化

お

い

て

は

、

法

i

令
の
遵
法
意
識
を
高
め
る
た
め

i

講
習
会
の
開
催
、
そ
の
他
あ
ら
[

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
指
導
啓
発

i

す
る
。

ゥ
雇
用
者
、
安
全
運
転
管
理
者
は
~

運
転
管
理
の
適
正
を
は
か
り
、
~

運
転
者
の
遵
法
意
識
を
高
め
る
•

こ
と
に
努
め
、
常
に
運
転
状
況

i

を
点
検
し
安
全
運
転
を
励
行
さ
-

せ
る
。

ェ
車
を
運
転
す
る
者
の
家
族
は
家
~

庭
ぐ
る
み
で
交
通
法
令
を
守
っ

i

て
運
転
さ
せ
る
よ
う
、
常
に
運

i

転
状
況
を
点
検
し
、
安
全
運
転

i

を
励
行
さ
せ
る
。

交
通
違
反
の
通
報

交
通
事
故
忙
つ
な
が
る
交
通
違
反
~

に
つ
い
て
、
県
民
が
強
い
関
心
を
も
~

っ
て
常
に
点
検
を
行
な
い
、
違
反
行

i

為
に
対
す
る
通
報
を
次
の
要
領
匠
よ
i

,

去

る

九

月

七

日

大

洲

市

肱

北

っ
て
積
極
的
忙
行
な
う
も
の
で
す
。
~

ア

通

報

の

要

領

：

グ

ラ

ン

ド

に

埠

い

て

消

防

操

法

大

会

が

い

通

報

の

範

囲

」

開

催

さ

れ

涵

本

町

消

防

団

よ

り

第

四

分

交
通
事
故
に
つ
な
が
る
交
通
二
団
が
可
搬
動
カ
ポ
ン
プ
操
法
VC
出
場
し

違
反
と
し
、
と
く
に
い
わ
ゆ
る
こ
第
二
位
の
成
で
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

交
通
―
―
一
悪
で
あ
る
無
免
許
運
転
~
出
張
し
た
分
団
の
は
次
の

飲
酒
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
お

i

で
す
。

よ
び
（
あ
て
）
逃
げ
を
重
点
と
[

す
る
。

印
通
報
先

最
寄
り
の
警
察
署
、
警
察
官

i

派
出
所
、
駐
在
所
ま
た
は
街
頭
一

の
警
察

初

通

報

の

法実
を
知
っ
た
者
は
ロ
~

、
そ
の
他
適
宜
の

i

る。

頭、
法
で

匂
通
報
内
容

①
違
反
日
時

②
違
反
場
所

③
 

④
 

、

、

＇
、
．．
 

＼
 

ほ

め

て

励

す

の

土

居

哲

雄

中

田

勇

男

福

山

進

山
本
登
志
夫

万

願

寺

清

藤
原
茂
泊
夫

昭
和
四
十

大
訓
、防

終―
．ヽ

⑤
 

所`住
所
氏
名

を
望
ま
な
い

よ
い
。

イ
警
察
の

る
こ
と

匿
名
で

午
後
一
時
ー
ニ
時

予
子
林
農
協
横

時

l
十
時
半

正
山
小
学
校
前

午
前
十
時
四
十
五
分
ー

十
一

犬
病
予
防
注
射

こ
と
忙
な
っ
て
い
ま
す
。

年
度
第
二
次
の
予
防
注
射

す

の

で

、

庄

月

以

全

部

注

射

を

己

い

。

尚

、

本

年

蕨

士

”

て

い

い
犬
は
当
日
り

ぃ
°
登
録
料
―
―

し
て
下
さ
い
。

◎
l

紺

．

狂

病

干

月

日
'
,
i
'

し

I
:
~

，
1

ー

1

ー
ー
・

i
 

狂

犬

病

予

防

注

射

実

施

（
行
政
実
例
）
よ
り

土
地
、
家
屋
名
寄
帳

ご
と
に
と
り
ま
と
め
、
そ
の
結

の

0

自
動
車
の
形
式
、

記
載
文
字
な
ど
特
徴

0

述
転
者
の
人
相
、
着
衣
｀

な
ら
び
妬
乗
車
人
員
な
ど

た
だ
し
車
両
ナ
ン
パ
ー
以

外
は
判
る
も
の
だ
け
で
よ

い。

i

土

地

及

び

家

の

閲

覧

に

つ

ご

つ

い

て

る

た

め

i

い
て
所
有
者
本
人
は
申
誼
に
基
づ
い
て
広
の
課
税
上
必
要
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ

何
時
で
も
（
役
場
勤
務
時
間
内
）
閲
覧
;
た
も
の
で
、
一
般
忙
公
開
さ
れ
る
性
質

が
で
き
ま
す
が
本
人
以
外
の
者
の
名
寄
入
の
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
公
権
力
に

帳
の
閲
覧
又
は
証
明
に
つ
い
て
は
所
有
墓
つ
い
て
徴
収
さ
れ
る
税
金
で
あ
り
ま

者
の
同
意
書
又
は
姿
任
状
が
な
い
限
り
ふ
ム
限
り
、
納
祝
者
の
利
益
は
で
き
る
限

閲
腕
及
び
証
明
は
で
き
ま
せ
ん
。
玉
ン
尊
重
し
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。
納

尚
、
今
後
本
人
を
始
め
閲
覧
申
請
等
五
竺
全
の
秘
密
を
守
り
、
そ
の
利
益
を
保

の
場
合
は
必
ず
印
鑑
を
御
持
参
下
さ
い
。
砿
唸
す
る
と
い
う
点
に
苓
い
て
所
有
者
本

入
以
外
の
者
は
、
所
有
者
の
同
意
書
又

ば
委
任
状
の
添
附
が
な
い
限
り
閲
覧
又

は
証
明
は
で
き
ま
せ
ん
。

／
 

＼

／

 

（て

地
疇

ギ
よ
月
一
日

｀
 

▲
 

』

一日

十
月
一
日
、
二
日

二
時

下

午

後

一

三

時

鹿
野
川
役
場
前

◎
不
用
犬
は
当
日
引
出
し
て
下
さ
い
。

◎
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
っ
て
他
人

の
迷
惑
忙
な
ら
な
い
よ
う

ま
し
ょ
う
。

寄
帳
の
閲

に
つ
い
て



し弓

な
た
の

と

,
 
.. 
~— ＇ 

，
 

’
 

ふ
ノ

の

に

I「----—▲ー・▲•- --. ▲▲ 
い 涵を そ る三み 忠、ゴが
〇キき家 の i台 こ 日 え ぐ い の く 自

違付の来ではな原 のれ安ハソい入るケ イ安高

＜族指瓶とでまっが'
ー え申でて、ヽっ則→とが易ソコるれし l餡 I、いいハ

のの示はは回すたすさ返中 ロ＼り家 ば請あ申そ病てと印きーなコをもて｀ス段‘もも ‘9‘’

を人に医あ復がりるっし毒 医 り非が出以
取 が る し れ 気 い し 鑑 で 番 考 で 使 の ‘ 又にのツののコ

さは従師りし熱しこた袋症
等るて証あ良えあ用とこ安入高ゲででの

け子いにままはてとよこの
学 返常‘を外で｀）本明る＜でるす息れいりいとはは種

ヽ 1？まませすふーでうり特
しに実しは出こ人 i:._:, 0 解扱べらうもも大もい、‘頬

すかんかつ見すな‘徴 神 の多際な必らのがを るか危と
ついにけずれ原申受

°大の切のろ合金は

忙°せ°らう重°甘はは 紅: 力1 °はれ本ぬ則しけ
のわはなで切とににい成‘数

もむ 、 そな症 ずく激
がれずるもにい保なる樹銀多

のや 家 うくの っ息し 質 ぬい代ば人とと出た —1 てをとこ保っ管るで脂‘い
神み庭心、よばがいな

大っ理なが含いるい 印 い 、 ｀ れ 管 てさとあ‘象‘

経に で配二う いリ嘔ー
きた人ら役のうこ人 鑑る皆大らさもれ 立 る エ 牙 値

を口はす‘に
＋ なんのな場こことは 証‘ん切のれ袋て派°ポか段

にソ吐 問間交いにととに｀ 囮こななハて！疋 いな ナらの
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よで りうよれ茂くり 物然 「．r の 春事
ぅ、ことにくるだ‘っこをに嘔 ::: I +本秋故全

なれ人いと ど大都易て人ず

に日れし苦似神｀乳子の与出吐 多； 日年のを国
秋るががつい→存含 会ないでな

す ご も てして経学児な病えてが
のあ受もう人知な で考るあの生

るる神いまい性童はど気てくな い 間も二少交 のでなけ大こをの問はえしるにじ
秋十回し通

こか経るず注嘔期ほでははる＜ 自 の月行で安
交すたる切と見こ題‘で‘しとる

とら質の‘す吐のと神｀い・まな
°のこにわたとがこ頓懸‘不大

でのながはが症子ん経幼けでっ 家富；； ；喜 通 財としざらと生 の ま い そ 息 切
すび子特い、もどど質児ま決て 中 交かれら動週安 産 vcてもド思じ印れ人の議な

。＾ど徴た 自 自 も か な ‘ せ し 石
をし｀あ口うて鑑るで人にハ

幸通らてすは
もであ家家にか子そんてび 田： 安十いたふ

間全 守ま証るボ。い関こなの思ソ

にすと中中多りどれ°む食 全五まめえせ：
るし明゜ l る係とい気うコ

多°は毒毒くまもも り 欲
こょはハと こでとと心°で

運日すのる
い けの症みせにひ に が 動注°毎交

ま とう必ソ思 と多思いも近あ

のるよにらん多と 食自 をで年通る
に°ずコえ はくうう知所る

゜
もそ本は- ‘のが安つのは

................................燐●．．．．．．．．...........................................................::...囀●．．．．．．．．．．．．．疇疇．．．．...........疇．．．。
通こ 傷にてにお題交理す 安転る
ルと交者五本いあこと通者゜以 {10） 全 {9)

転賠 確歩を周に運県実

lに通が件町たわさし事やこ
(8)安 (1}管 (6)償(5)（4)（3)保 (2)行 (1)実知閑転本交施

ルも事出のでだななて故運の十
上無の横 追全高理適責車道飲°こ者正践徹係者部通し

を気故て交はき
免確断 突運速

いい真の転運点許認歩
正任両路酒 ど保しを底のので安ま

事 転 逍
正ををい通今た iE正険お者動を運 逍

な保のの運 も護い習をあ廂は全す

しつ防ま事年いししにそはを重転 お
故 路 連険完正転 との横慣図るいす県゜

く け ぐ す 故 に も いい考るも通点の よ
防 お 行へ全しの 老徹断づり者主べ民

守てた°が入の歩運えしちじ目追
止 よ 管の整い追 令 底 の け 正 に ‘ て 総

び
り一め 発つで行 転てさるて標放

の ひ’ 埋加備使放 者 h]るし交そのぐ

ま人ち
踏た行お入と用゜

生てすを 冤交をん安に
の 打たい通の歩る

し一よ し六
切め楽よ°自゜

°習交通身歩全し
交 とめ交安他行み

に の 地 び 動
よ人っ 六月 慣通事近行運て

通 横 通全逍者運
澁

う が と
安に

人注 づ事故な者転い
安車 安断ル思路運動

°交の
け 全 お

ので け故を問も管ま
全損

ゞ
全 中 1想交転愛

る追け運害 ののルの通者媛
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料行
法事 十 価

検診月日及場所

靡竺〗 社□□”冨―担`` ー`ニ > 丁喜

該

〗 t玉関醤 ：：：：：三旦]二：口医；凰＃L幼児＝オ粗—紺 l 児 ！閉

開て日

>‘-
まにに
すよお
° り け
ど無る

る
で

あ

し、

さ

つ

で

0) 

9月26日

10月 7日

10月 9日

乳幼児

三才児

乳幼児

三才児

の

q) 

”
 II 

み

み

昭
和
四
十

昭
和
四
十
年
十
月
一
日

午
九
月
三

児

診
断

に
つ
い
て

し

し、

i

な

た

で

も

無

料

で

す

。

民

事

、

家

事

関

ぷ

坪

し

て

六

ヶ

月

以

内

で

す

。

一

五
係
で
相
談
を
受
け
た
い
方
は
気
軽
に
行
~
た
と
え
ば
、
相
続
の
日
が
六
月
日
の
一

二
；
て
相
談
を
受
け
て
下
さ
い
。
丁
と
き
は
、
十
二
月
一
日
が
提
出
期
限
と

月
．
~
な
り
ま
す
。

芸
ロ

ニ
0

日
時
十
月
四
日
午
前
九
時
よ

~
0

相
続
税
の
申
告
書
の
提
出
先
は

り
午
後
三
時
ま
で
：
相
続
税
の
申
告
書
の
提
出
先
は
、
被
相

f
0場
、
所
大
洲
簡
易
裁
判
所
~
続
人
の
死
亡
の
時
に
お
け
る
住
所
地
の

囚

0

担
当
者
弁
護
士
、
調
停
委
員
、
二
所
轄
税
務
署
で
す
。

裁
判
所
職
員

i

（
財
産
を
取
得
し
た
個
々
の
相
続
人

；
相
談
事
項
民
事
（
金
銭
貸
借
、
借
工
の
所
轄
税
務
署
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

~
地
借
家
、
農
地
、
交
通

i
な
お
、
具
体
的
な
ご
相
談
は
、
毎
月

事
故
等
）

i

五
日
の
日
（
五
日
、
十
五
日
｀
二
十
五
―

i

家
事
（
離
婚
、
扶
養
、
：
日
）
が
税
の
相
談
日
と
な
っ
て
ね
り
ま

相

続

等

）

：

す

の

で

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

大
洲
税
務
署

[
相
続
税
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
ク
魯
~
乾
燥
機
の
手
入
れ
を

~
〇
あ
な
た
は
相
続
税
の
申
告
を
す
る
~
も
う
す
で
に
準
備
は
出
来
て
い
る
事

●

必

要

が

あ

る

で

し

ょ

う

か

。

：

と

思

い

主

す

。

被
相
統
人
（
一
般
に
は
、
死
亡
し
た
~
発
生
し
て
か
ら
準
備
し
た
の
で
は
遅

人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
）
の
遺
産
の
総
て
す
ぎ
る
し

F

使
用
し
て
い
な
い
間
に
ね

額
が
、
遺
産
に
か
か
る
基
礎
控
除
額
以
ニ
ず
み
等
が
、
紙
く
ず
、
わ
ら
等
を
持
ち

下
で
あ
る
場
合

Irc
は
、
ど
の
相
続
人
も
:
込
み
思
わ
ぬ
火
災
を
引
き
起
す
こ
と
が

相
涜
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
：
あ
り
ま
す
。

~
椎
茸
乾
燥
機
は
今
す
ぐ
点
検
し
て
不

＞
。ー遺

産
匠
か
か
る
基
礎
控
除
と
は
四
〇
以
備
な
処
は
手
入
れ
を
し
て
お
い
て
下
さ

0
万
円
と
法
定
相
続
人
一
人
当
り
八

0
i
 

5
°
 

万
円
と
の
合
計
額
で
す
（
法
定
相
続
人

i

と
は
相
続
を
放
棄
し
た
人
が
あ
っ
て
も

i

そ
の
放
棄
が
な
か
っ
た
も
の
と
し
た
場
~

合
の
相
続
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
）
{

し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
法
定
相
~

続
人
が
妻
と
子
二
人
の
場
合
に
い
は
、

4
 0
 OJ.ff=g
十
8

0
7
3
F
9
x
3
1
1
6
4
0
J
J
F
9
・

と
な
り
主
す
の
で
、
遣
産
の
総
額
が
こ
＂

〗
汀
□〗
汀
汀

0
_

0
相
続
税
の
申
告
書
の
提
出
期
限
は
~

相
続
税
の
申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
相

i

コ

の
日
（
死
亡
の
の
翌
日
か
ら
計
~

—z 、. 
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しヽたけ相

中仙

安値

渋

次回市 9月 2日です。

5日位前如出伯して下さい。
9 9,．．．．．．．い-9ゃ．，．”．．．．．．.．o.̀  

肱川

贔
島

い鳳闘雇闘
、）子秋（

 
円

円

円

0

5

0

 

6

3

4

 

9
0
i
J
 

2

2

l

 

5
0
9
0
0
6
3
0
9
4
0
0
3
0
 

6
1
9
3
6
5
4
0
2
2
4
5
2
5
 

1

1

1

1

1

 

3
3
6
9
8
0
3
2
5
3
8
6
0
2
 

6
6
6
6
5
5
8
6
2
2
3
4
2
8
 

0

6

 

4

4

 

3 3 

円50

雑パルプ
51.5菰～公．1Tll. 

末口 6虚上
1 8円50銭

箱材
2. 1加

末口 14虚上
28i丹～30円

午
後
一
時

な
お
心
配
ど
と
相
誤
も
併
セ
て
行

い
吐

十

月

十

日

汗
生
部
落

十
月
二
十
三
日

一
時

午
後
一
時

六
日

の

衛

、
日
時
・
場
所

◎

九

月

二

十

九

日

午
後
一
時
＼
三
時
ま
で

肱
川
町
役
褐

◎ 

1日

2日

5日

6日

7日

1 0月 10日

1 0月13日

1 0月 14日

1 0月 15日

1 0月 目
I6

 

日
日

I

7

9

 

l

l

 

月

月

月

月

0

0

0

0

 

1

1

1

1

 

狂犬病予防注射

” 
心配ご

小藪

酉暉

”
 

大谷

正山予子林

岩谷鹿野川

ジフテリア 破傷風

第 2回町役場

1日衛生部不用犬野犬回収日

日咳ジフテリア破傷風 心配と

第 2回

テリア 破傷風

第 2回

正山．

◎

本

月

か

ら

予

定

表

を

作

b
注
し
た
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。



、

い

入

口

な

ど

の

た
め
、
罪
使
の
配
追
は
ま
す
＇
在
す
如

誰
と
な
っ
て
い
吐
す
。

如
元
Q

記
入
か
↑
十
分
だ
っ
た
り

庄
ち
か
っ
て
い
た
り
し
て
犀
逹
す
る

こ
と
Q

で
巻
な
い
迷
い
子
郵
便
物
か

全
国
で
一

8
竺
―
―
十
二
万
追
も
あ
り

百
す
。

そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
迷
い
子
郵
便

物
を
な
く
す
る
た
め
次
の
よ
う
な
点

忙
と
く
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
あ
て
名
は
陪
さ
ず
正
碓
侭

部
使
番
号
や
と
こ
る
番
地
を

は
っ
き
り
と
正
確
忙
、
と
く
匠

こ
ど
も
や
同
后
人
は

0
0
方
生

ア
パ
ー
ト
や
図
地
は

0
0荘
吐

た
は

0
0号
室
を
忘
れ
な
い
で

青
い
て
下
さ
い
。

二
、
目
分

3

圧
所
も
略
さ
ず
に

郵
使
Q

受
取
人
か
返
事
を
出

す
と
き
は
、
文
け
と
っ
た
郵
便

物
の
圭
出
人
任
所
を
そ
の
ま
ま

薔
く
こ
と
か
多
い
も
の
で
す
。

且
分
の
郵
使
街
号
や
住
所
は
止

確
に
蓋
き
吐
し
ょ
う
。

か
な
叉
午
や
ロ
ー
マ
字
は
な
る

べ
く
さ
け
ま
し
ょ
う
。

追
ぅ
地
名
で
も
阿
じ
音
で
試

む
と
こ
る
か
あ
り
在
す
。
か
な

文
字
や
ロ
ー
マ
字
で
あ
て
名
を

響
く
こ
と
は
な
る
べ
く
さ
け
ま

し
ょ
う
。

ユ

け
の

刀
も

ス

ジ
竺

↑

ろ
ト

ポ

ば

味

ダ

そ

風

ん

ラ

ら

ぬ

5
〗
煮
一

ろ
、
ヽ
ヽ
’
ツ

立
弘
〗
ぽQ
砂
の
も
ど
卵
サ
び
も

献

□
冒
二
[
7い

[

名

1
2
3
-
6
7
8
9
0
-
3
4
5
6
7
-
o
1
2
3
4
-
7
8
 

1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
 

も

615530453523519-490506516574550-577468524m468 

ロ
且
ー
ロ

760648572660649624649715699673-723600658691500 

教肯姿員会

の
名
ま
え

こ

ん

札

と

中

の

か
雨
に
ぬ
れ
な
い
よ
り

受
箱
を
つ
け
注
し
ょ
う
。

転
居
届
を
忘
れ
す
侭

転
尼
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
旧
住
所
の
受
持
配
達

郵

似

局

へ

を

だ

し

注

し
よ
う
。


